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地面電離層導波管モデルによる中緯度GICの理解
Mid latitude GIC as the ground surface currents carried by the TM0 mode waves in the
Earth-ionosphere waveguide
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GICは地磁気南北成分 Bxの時間変化による誘導電流と理解されているが、北海道で測定された GICが東西成分 By
とよい相関関係にあることがWatari et al. [Space Weather 2009]により示された。同様の指摘はすでにいくつかの論文で
なされており、一般性のある性質と考えられる。一方、最近、中緯度の地電流に日変化や季節変化のあることが報告さ
れ、電離層電流のリターン電流である可能性が示唆された [Braendlein et al., JGR 2012]。地面は太陽の影響を受けない
が、電離層の電気伝導度は大きく変化し電離層電流も変化する。したがって、GICが電離層電流のリターン電流であれ
ば、日変化や季節変化するとの説明である。この説明には、Kikuchi et al.[Nature 1978]が提案した地面電離層導波管モデ
ル (Earth-ionosphere waveguide (EIG))が応用された。EIG内の TM0モード波は極域電離層電場・電流を赤道方向へ光速
で伝える。TM0モード波は伝播方向に垂直な磁場 Byを伴い、電離層と地面に相互に逆向きの南北電流を伴う。GICが
TM0モード波の地面電流であるなら、Braendlein et al.が示したように、電離層電流の変化を反映してGICが日変化や季
節変化をすることが理解される。このモデルでは電離層電流が極域電離層から流れ出すために、磁気圏や極域電離層の
変動を反映する。本発表では、地面電離層導波管モデルを紹介し、Watari et al.が示したGICが TM0 mode波に伴う地面
電流である可能性を議論する。
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